
合計請求書記入要件①

No.

No.

月
日

受
月

付
日 扱

年 月

合計請求書
社　長 経理課 検　算 関係者

関場建設株式会社　御中 (様式1)

借　方　科　目 工事件名（現場名） 工事別請求書の合計金額 備　　考

当月請求額 合計請求金額前月合計請求金額 前月増減額 入金額 前月末残高額

請
　
求
　
者

請求者コード番号 合　計　金　額

貴 社 名

㊞ 経
理
備
考
欄

代 表 者 名

連 絡 先 振 込 銀 行 名

住 所
 未成工事支出金

整　理
番　号 No.

支 店 名 （ 普 通 ・ 当 座 ）
※どちらかに〇

口 座 番 号 口座名

①請求書の締め日をご記入下さい

②前月に請求された金額をご記入下さい

③前月の請求額②に対し差引等が発生した金額をご記

入下さい

④前月の入金額をご記入下さい

⑤入金後の請求残高をご記入下さい

⑥当月の請求金額をご記入下さい

⑦前月末残高額⑤と当月請求額⑥の合計金額をご記入

下さい

⑧別紙工事別請求書のNoと工事件名をご記入下さい

⑨別紙工事別請求書の請求金額をご記入下さい

※工事別請求書１枚につき１件として取り扱います

⑩⑨の合計金額をご記入ください

※ 請求書は毎月８日迄に必着するようにして下さい。

(８日迄受付分を当月扱いとしており遅れた場合は次月

扱いとなります。支払いも延びますのでご注意下さい)

※ 合計請求書は工事別請求書に添付し、ご請求ください

※ No.欄・工事件名・工事別請求書合計金額

には別紙工事別請求書の同欄を転記して下さい

・請求者コード番号、住所、貴社名は

「工事別請求書シート」に入力したものが自動で反映されます。)

・代表者名、押印

・連絡先

・振込銀行名、支店名

普通預金、当座預金の別、口座番号、口座名をご記入下さい

※ 請求者コード番号欄には当社指定の番号を

記入して下さい。



記入例①

No.

No.

1

月
31 日

受
月

付
日 扱

令和5 年 1 月

合計請求書
社　長 経理課 検　算 関係者

関場建設株式会社　御中 (様式1)

借　方　科　目 工事件名（現場名） 工事別請求書の合計金額 備　　考

A建屋工事 770,000

当月請求額 合計請求金額

330,000 330,000 770,000 770,000

前月合計請求金額 前月増減額 入金額 前月末残高額

請
　
求
　
者

請求者コード番号 0009 合　計　金　額 770,000

貴 社 名
〇〇建設 株式会社

㊞ 経
理
備
考
欄

代 表 者 名 関場　〇〇

連 絡 先 0000-00-0000 振 込 銀 行 名

住 所
福島県南相馬市原町区〇〇  未成工事支出金

整　理
番　号 No.

〇〇銀行

支 店 名 〇〇 （ 普 通 ・ 当 座 ）
※どちらかに〇

口 座 番 号 0000000 口座名 〇〇ｹﾝｾﾂ

※ 請求書は毎月８日迄に必着するようにして下さい。

(８日迄受付分を当月扱いとしており遅れた場合は次月

扱いとなります。支払いも延びますのでご注意下さい)

※ 合計請求書は工事別請求書に添付し、ご請求ください



工事別請求書記入要件②

年 月 日

☐

☐

☐

覚え書欄

工事コード

No.

月 日 内容又は品名 数量 単位 単　価

関場建設 御中 工 事 別 請 求 書
工事件名

金　　　　額
予 算 分 類
勘 定 コ ー ド

精
算

・
設
計

・
元
積

・
予
算 契約金額 累計金額 当月金額

注 文 者
担 当 者

小　　　　計

8％対象
合　　　　計

10％対象

税無対象 費　　　　目 金　　　　額 費　　　　目 金　　　　額

消　費　税
8% ☐ 材 料 費

勘　　定　　科　　目

外 注 費

10% ☐ 直 接 労 務 費 外 注 労 務 費

請 求 者

コ ー ド 番 号
整 理 番 号

主 任 係 関　係　者　印

工 事 別 請 求 書 の 合 計 金 額
☐ 共 通 仮 設 費 現 場 経 費

社 長 担当役員 担当部長 副 部 長 担当課長 副 長

台　帳
転　記

登録番号..

請
　
求
　
者

経 理 課 検 算 購 買 係

本請求書は適格請求書になります

①適格請求書発行事業者の住所及び氏名または名称、

登録番号、請求者コード番号をご記載下さい。

②出来高の場合は締め日又は先方の指定日

③工事件名は正式名称でご記載下さい。

④取引した月日、取引内容と金額までをご記入下さい。

⑤税率ごとに区分して合計した対価の額（税率または税

込）および適用税率

⑥税率毎に区分した消費税額をご記入ください。

（端数処理は1請求書あたり税率ごとに1回）

⑦小計⑤と消費税⑥の合計金額をご記入下さい。

⑧注文者あるいは、工事担当者をご記入下さい。

⑨契約金額(注文書金額)、累計額(前月までの積上額)、

当月請求額をご記載下さい。

⑩適格請求書の為、入力項目以外の変更はできません。

※ 請求書は毎月８日迄に必着するようにして下さい。

（８日迄受付分を当月扱いとしており遅れた場合は次月扱いとなり

ます。支払いも延びますのでご注意ください）

※ 工事別請求書は工事件名ごとに１枚としてご提出ください。

※ 請求の際合計請求書を添付し工事別請求書のNo. を合計請求書の

工事名No.欄に記入して下さい。

※ 請求者コードを記入してください。



インボイス要件

年 月 日

1 20

☐

☐

☐

覚え書欄

工事コード

No. 1 令和5 1

月 日 内容又は品名 数量 単位 単　価

関場建設 御中 工 事 別 請 求 書
工事件名 A建屋工事

金　　　　額
予 算 分 類
勘 定 コ ー ド

精
算

・
設
計

・
元
積

・
予
算 契約金額 累計金額 当月金額

31
注 文 者
担 当 者

関場

1,000,000 300,000 700,000基礎工事 1 式 700,000

小　　　　計

8％対象

10％対象 700,000

税無対象 費　　　　目 金　　　　額 費　　　　目 金　　　　額

消　費　税
8% ☐ 材 料 費

勘　　定　　科　　目
770,000

☐ 共 通 仮 設 費 現 場 経 費

外 注 費

10% 70,000 ☐ 直 接 労 務 費 外 注 労 務 費

台　帳
転　記

請 求 者

コ ー ド 番 号 0009 整 理 番 号

社 長 担当役員 担当部長 副 部 長 担当課長 副 長

登録番号.. T0000000000000

工 事 別 請 求 書 の 合 計 金 額

主 任 係 関　係　者　印

請
　
求
　
者

福島県南相馬市原町区〇〇
経 理 課 検 算 購 買 係

〇〇建設 株式会社

本請求書は適格請求書になります

インボイス要件①

適格請求書発行事業者の氏名または名

インボイス要件②

取引年月日

完了日（引渡日等）あるいは引渡書の月日

出来高の場合は締日または先方の指定日

インボイス要件③

取引内容

工事件名とは別に詳細等

あるいは工事件名と同様であれば工事一式等

インボイス要件④

税率ごとに区分して合計した対価の額

（税率または税込）および適用税率 インボイス要件⑤

税率ごとに区分した消費税額等

（端数処理は1請求書当たり税率ごとに1回）

インボイス要件⑥ 書類の交付を受ける事業者の氏名または名称

要件①～⑥はインボイスにおける必須項目です。

どれか一つでも抜けると適格請求書と認められないので

注意して下さい。

提出後の必須項目及び金額の訂正は再発行、再提出

となりますので、作成の際には留意して下さい。



記入例②

年 月 日

1 20

☐

☐

☐

覚え書欄

工事コード

No. 令和5 1

月 日 内容又は品名 数量 単位 単　価

関場建設 御中 工 事 別 請 求 書
工事件名 A建屋工事

金　　　　額
予 算 分 類

勘 定 コ ー ド
精
算

・
設
計

・
元
積

・
予
算 契約金額 累計金額 当月金額

31
注 文 者
担 当 者 関場

1,000,000 300,000 700,000基礎工事 1 式 700,000

小　　　　計

8％対象

10％対象 700,000

税無対象 費　　　　目 金　　　　額 費　　　　目 金　　　　額

消　費　税
8% ☐ 材 料 費

勘　　定　　科　　目

☐ 共 通 仮 設 費 現 場 経 費

外 注 費

10% 70,000 ☐ 直 接 労 務 費 外 注 労 務 費

台　帳
転　記

請 求 者

コ ー ド 番 号 0009 整 理 番 号

社 長 担当役員 担当部長 副 部 長 担当課長 副 長

登録番号.. T0000000000000

工 事 別 請 求 書 の 合 計 金 額 770,000

主 任 係 関　係　者　印

請
　
求
　
者

福島県南相馬市原町区〇〇
経 理 課 検 算 購 買 係

〇〇建設 株式会社

本請求書は適格請求書になります

※ 請求書は毎月８日迄に必着するようにして下さい。

（８日迄受付分を当月扱いとしており遅れた場合は次月扱いとなり

ます。支払いも延びますのでご注意ください）

※ 工事別請求書は工事件名ごとに１枚としてご提出ください。

※ 請求の際合計請求書を添付し工事別請求書のNo. を合計請求書の

工事名No.欄に記入して下さい。



※差引伝票承認

No. 年 月 日 月 5 年 1 20

月 日 単位

1 20 式

☑ ☑

☐ ☐

☐ ☐
台 帳
転 記

覚え書欄

備考）

福島県南相馬市原町区錦町１丁目１番地
関場建設株式会社 登録番号  T1380001015636

下記明細の通り「差引」又は「差引戻し」を
　致しますのでお調べの上、ご承認下さい。 差引 請求伝票 発行者 関場　〇〇

工事コード

A建屋工事

内容又は品名 数量 単　価 金　　　額 工種及び経費分類 摘　　　　　　　　要

1000000-00受
付
日

令和 扱
月

発
行
日

令和

月 日
工事件名

基礎工事 1 700,000

金　　額

10％対象 700,000 材 料 費 200,000 外 注 費 500,000小　　　　計

8％対象 費　　目 金　　額 費　　目

税無対象 直 接 労 務 費 外 注 労 務 費

消　費　税
8% 共 通 仮 設 費 現 場 経 費

10%

差　 引
相手先 鈴木建設株式会社 殿

社　長 担当者

70,000 勘 定 科 目

合 計 金 額 △ 770,000 立 替 支 払 先 名 佐藤建設株式会社

総務・経理 担当役員 担当部長 副部長 担当課長 副長・主任

関係者 差引相手先
請求者コード

整 理
番 号

鈴木　〇〇 様１. 上記差引金額は貴社ご請求額と相殺勘定致します。領収書は発行いたしませんのでご了承下さい。
2. 「差引」の場合は、金額欄に「△」印がついております。また、「差引戻し」の場合は表記されておりません。
3. 上記に関しご不明の点がありましたら早急に担当者にご連絡下さい。　4. 本伝票は適格請求書としてご使用下さい。

差引相手先
承認者サイン

1 月 20 日

・承認した月日

・承認者様の氏名又は貴社会社ゴム印

ご記入の上、弊社までご返信下さい

弊社記入欄になります

※当伝票は弊社担当者より送信致します
・ご確認頂きましたら承認者様より、サイン

又は社判押印の上、弊社までご返信下さい


